
 

 

地域の皆様に「在宅医療とはどうい

ったものか」を知っていただき、「安心

して地域で・自宅で最期を迎えるため

に、医療や介護のサービスをどのよう

に使えば良いのか」を考えるきっかけ

としていただくため、平成 26年度から

名東区医師会・名東区役所・名東区地域

包括ケア推進会議の共催で、講演会を

開催しています。 

9回目となる今年は、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大防止の観点から

人数を制限しての開催となりました。

アガぺクリニック院長の伊藤志門先生

を講師にお迎えし「“自分らしく”生き

るって意外と難しい！？かかりつけ医

が支えるＡＣＰ」と題して、人生の終末

期において、自分のあり方考え方をど

のように家族や医療従事者と共有して

いけばよいか、などのお話をいただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年度地域包括ケア区民のつどい（開催結果） 

チラシ 

講演会の様子 



話し合っている

51%

話をしたいが

機会がない

36%

話したくない 9%

未記入 4%

はい

58%

いいえ

38%

未記入 4%

◆アンケート結果抜粋（有効回答者数 53名） 

●本日の内容について           ●かかりつけ医がいますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ご家族・ご親戚・ご友人・ご近所と    ●人生の最期の時をどこで過ごしたいですか 

 自分の老後について話し合っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●感想（抜粋） 

・私は主人を自宅介護、看護しました。じっくり主人と話し合いをできていなかった事を 

後悔しています。残された私の今後を考える機会が出来ました。１人暮らしの現状につ 

いて息子達と話し合いをしたいと思います。 

・急病を予想して、どうしてほしいかを家族と話し合っておくことは大切だと思いますの

で、お互いの意向を確かめておきたいと思います。 

・今までこの様な人生の最期についての問題には逃げ腰でしたが、心から関心を持つこと

ができました。 

・在宅ケアは住宅事情、家族、周りの事情など、自分の考え意志だけではできないので難

しいことも多いと感じました。 

自宅

38%

まだわからない

30%

こだわりはない 15%

老人ホーム 10%

病院 7%

理解できた

53%
少し理解できた
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未記入

23%


